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＜連絡事項＞
・1/14.15実施、院内研修「災害対策」に参加できなかった方はレポートの提出を行ってください。法的に義務付けられています。提出期限は11月22日までです。
＜患者様連絡事項＞
・泉　沙耶様～本日父来院、主治医と面談実施。
主治医より現在9割は幻聴なくなっているとご本人が話している事、錠剤の服用困難を訴えて、水薬のみで調整していく方針であることを説明する。

　　　　　　　退院に向けて、徐々に外泊訓練を進めていく方向性である事も説明する。

　　　　　　　父は了承し、退院前の希望として運転免許証の更新の書類と自立支援の書類を依頼したいと話される。

　　　　　　　退院は、父は年内を希望し、退院後の外来受診は落ち着くまでは2週間に1度の受診になる事を主治医より説明を受けている。入院中に、新型コロナのワクチン接種を希望し、近日問診表を持参すると話され、面談を修了している。面談後、担当スタッフと父で相談し、外泊訓練の前にまず、外出訓練から始めて見る事とする。

・石切　久様～GHここすこ職員と30分程対面で面会している。

面会中、本人様より冬用衣類と洗濯用洗剤の依頼があったとの事。GH職員
より「週明けにでも持ってきますね。」と説明されている。

面会後GH職員より「石切さん、退院後に不安があるみたいで…今は退院を
考えていないって言ってました」と情報提供あり。スタッフ間で共有して
おくこと、病棟の方でも何かあれば情報提供させていただく事を説明して
いる。
・春山　知範様～母に面会のため西病棟へ行っている。母は「逢えてよかった」と話していたとの事。
＜要注目患者様＞　
・小笠原　文人様～気分高揚的な口調や表情は見られるが、奇異行為や問題行動はなし。病棟プログラムも集中して取り組む事が出来ている。観察対応、継続して行っていく。
・船場　幸子様～起床時下肢痛あるも、歩行で疼痛緩和すると話される。対面時の表情穏やかで日課も支障なく行っている。観察対応、継続して行っていく。
＜田名部Dr.診察内容、ケース検討＞
・泉 沙耶様～幻聴は途絶えていたが「最後に我儘を聞いてくれ」みたいな幻聴があると話
す。5～10分程度が1日5回ある、その際にイライラして切れてしまうと、
不機嫌になる理由を話している。退院に向けて、注射を提案するも拒否。
水薬のみでコントロールしたいと希望する。明日よりアリピプラゾール24㎎→12㎎へ減量し、その後中止。リスパダール内用液朝1㎎、夕2㎎で調整する事に了承している。臨時薬内容変更7日分処方。
・河村 哲久様～診察の声掛けをすると沢山お話したいので最後が良いと話す。診察でDr.に調子を尋ねられると「良かったり悪かったり」と返答している。主治医からは、これからも外出をして、色々目標達成できるように頑張りましょうと説明を受け、表情穏やかに頷いている。処方変更なし。臨時薬同内容7日分処方。
・吉田 守幸様～主治医の質問にははっきりした口調で返答している。他者交流も出来ていると頷き、表情穏やか。
・板橋 利美様～体調あまり良くないと話す。膝、腰、肩の痛みを訴えOTでのラジオ体操は現在休んでいる、動かないでいると痛くないと訴えている。精神的な苛々感はないと話している。臨時薬同内容7日分処方。
・民部田 和哉様～昨日の他患者様とのＴＶチャンネル争いについて、最近イライラした出来事として主治医に訴えている。夜間もあまり眠れていないようで朝の目覚めが悪いと訴える。また、床屋へ行く外出について担当スタッフと調整ができないと不満を訴えている。主治医からは外出申請あり、許可している事を伝えている。
・島守 淳様～他者との交流はあると穏やかに話している。処方変更なし。臨時薬同内容7
日分処方。
・高橋 伸治様～他者交流は良好であると明るい表情で話している。妄想言動なし。定期薬同内容継続。
・久保 興介様～主治医に伝えたい内容はメモ用紙に記載し、渡している。
・小豆畑 裕介～衣類に穴が開いてしまったと訴え、外出、買い物を希望している。主治医
より外出計画の指示あり。臨時薬同内容7日分処方。

